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X 線 CT 装置におけるサイズ対応 

CT 線量（SSDE）の計算方法 

Methods for calculating size specific dose estimates (SSDE) for  

computed tomography 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 1 版として発行された IEC 62985 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

サイズ対応 CT 線量（SSDE）は，スキャンする生体構造の減弱（水等価直径 DW を用いて）及び CT 装

置の放射線出力（CTDIvol を用いて）を考慮に入れた，CT スキャン容積（スキャンした 3 次元領域）に対

する平均吸収線量の推定値である。 

SSDE は，全てのサイズの患者に対して線量推定値を提供することを意図している。CTDIvol は，被写体

のサイズに対応して吸収された放射線線量を適切に表さないので，（被写体のサイズを考慮した）SSDE は，

体の小さな小児患者にとってとりわけ重要になる。なお，SSDE 及び CTDIvol はいずれもミリグレイ（mGy）

の単位で与えられる。 

SSDE は，長手方向の位置 z における SSDE 変換係数 f 及び長手方向の位置 z における CTDIvol を用いて

計算する。ここで，f は，長手方向の位置 z における水等価直径 DW(z)及び CTDIvol の CTDI ファントムサ

イズとの関数である。また，f は，附属書 A に規定している。 

この規格は，f の決定及び SSDE の計算のために用いる，DW(z)の計算方法を検証するための方法論（箇

条 4 参照）を製造業者に提供している。この方法は，長手方向の位置 z における基準水等価直径，すなわ

ち，DW,REF(z)を計算する。これを既知のファントム直径及び長手方向の位置 z における実装した水等価直

径 DW,IMP(z)と比較する。さらに，ファントムの種類及び許容誤差を規定する。 

注記 1 この規格で用いる SSDE の定義は，CT スキャン容積の中心での平均線量を推定している米国

医学物理学会（American Association of Physicists in Medicine:AAPM）レポート No.204 [1]の定義

と異なっている。この規格の SSDE は，スキャン容積全体にわたる平均線量を推定している。 

注記 2 CTDIvol は，二つの PMMA ファントムのうちの一つに関して CT 装置の放射線出力を定量化す

ることを可能にする線量指標である。これらのファントムは，直径が 16 cm 及び 32 cm である。

SSDE は，これらのファントムに基づいた線量指標の一つを換算することで，特定した寸法の

患者によって吸収される放射線線量の推定値を計算する。患者サイズと CTDIvol を測定するた

めに用いられる CTDI ファントムのサイズとの間の差が大きくなるに従い，SSDE 値と CTDIvol

値との間における差が大きくなる。乳児の場合，計算した SSDE 値は，対応する CTDIvol 線量

指標値の 3 倍になる可能性がある。逆に，大きい患者に対する CTDIvol は，患者の実際の吸収


